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こ
の
定
例
会
で
は
、菅
谷
広
域
連
合
長
か
ら

議
案
８
件
が
上
程
さ
れ
、提
案
説
明
の
後
、一

般
行
政
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ

の
後
、常
任
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、本
会

議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
員
提
出
議
案
１
件
に
つ
い
て
も
、原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 　

平
成
21
年
松
本
広
域
連
合
議
会
11
月
定

例
会
が
、去
る
11
月
27
日
に
松
本
市
役
所
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
４
件
が
上
程
さ
れ
、提
案
説
明
が
行
わ

れ
た
後
、一
般
行
政
に
対
す
る
質
問
が
行
わ

れ
、常
任
委
員
会
で
の
審
査
の
後
、本
会
議
に
お

い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、同
意
、承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

　　

平
成
22
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
が
、２
月
12
日
に
松
本
市
役
所
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

予算総額
４,383,07０

（千円）

予算総額
１8,18０
（千円）

分担金及び負担金
４,１0４,63０千円（９３.6％）

財産収入
１３，０００千円
（71.5％）

広域的観光事業
７，６４０千円
（４2.0％）

消防費
４,096,00０千円（９３.4％）

繰越金
4，86０千円
（26.7％）

広域活動事務費
１,390千円
（7.６％）広

域
活 動 事 業

費

財産収入
1,42０千円（０．１％）

議会費
２，41０千円
（０．１％）

予備費
２７,52０千円（０.６％）

総務費
６5,59０千円
（１.5％）

公債費
７7，62０千円（１．8％）

民生費
１13,９3０千円
（２.6％）

使用料及び手数料
4，88０千円（０．１％）

諸収入
３２０千円
（1.8％）

予備費
3，65０千円
（20.1％）

広域的健康づくり・
スポーツ振興事業
95０千円（5.2％）

広域的文化事業
１,１００千円（6.1％）

広域的地場産業振興事業
３，４５０千円（19.0％）

国庫支出金
9,55０千円（０.2％）

諸収入
56,67０千円（１．3％）

繰越金
181，92０千円（4.2％）

広域連合債
24,0００千円（0.５％）

歳入

歳出

歳入

歳出

●
平
成
22
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

◎
平
成
22
年
2
月
定
例
会

◎
平
成
21
年
11
月
定
例
会

一般会計当初予算ふるさと基金事業
特別会計当初予算

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

平
成
２2
年
松
本
広
域
連
合
議
会
2
月
定
例
会

平
成
２1
年
松
本
広
域
連
合
議
会
11
月
定
例
会

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
２
号

　

松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
３
号

　

松
本
広
域
連
合
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
４
号

　

平
成
21
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

●
議
案
第
５
号

　

平
成
21
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
議
案
第
６
号

　

平
成
22
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
議
案
第
７
号

　

平
成
22
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
基

金
事
業
特
別
会
計
予
算

●
議
案
第
８
号

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

◆
提
出
案
件

●
議
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
議
員
提
出
議
案

●
議
第
１
号

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
の
定
期
路
線
存
続
に

関
す
る
決
議

◆
議
員
提
出
議
案

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

平
成
21
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

●
議
案
第
２
号

　

平
成
20
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定

●
議
案
第
３
号

　

監
査
委
員
の
選
任

●
報
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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歳入合計
１8,０52
（千円）

歳出合計
１2,186
（千円）

諸収入
316千円
（1.75％）

財産収入
１１,997千円
（６6.46％）

ふるさと市町村圏
振興事業費
１2,186千円
（１００％）

繰越金
5,739千円
（31.７9％）

歳出合計
４,４64,491

（千円）

消防費
４,２43,364千円
（９５.０5％）

使用料及び手数料
　6,364千円（０.１4％）

国庫支出金
4１,33２千円（0.89％）

県支出金
７02千円（０.０1％）財産収入

５,569千円（０.１2％）
繰入金
１5０,０００千円（3.24％）

広域連合債
209,5００千円（4.53％）

繰越金
１28,６85千円（２.78％）
諸収入
62,７47千円（１.36％）

公債費
６5,915千円
（１.48％）

議会費
2,136千円
（０.０5％）
総務費
58,761千円
（１.３1％）
民生費
94,313千円
（２.1１％）

分担金及び負担金
４,０23,728千円
（８6.９3％）

歳入合計
４,６28,628

（千円）

●介護認定審査

●障害程度区分
  認定審査

要支援1
1,228件
（9.5%)

要支援2
2,340件
（18.1%)

要介護2
2,285件
（17.7%)

要介護1
2,028件
（15.7%)

要介護3
1,976件
（15.3%)

要介護4
1,597件
（12.4%)

要介護5
1,409件
（10.9%)

自立
51件

（0.4%)

審査判定件数
計12,914件

区分1
88件

（14.5%)

区分2
169件

（27.9%)

区分3
106件

（17.5%)

区分4
66件

（10.9%)

区分5
60件

（9.9%)

区分6
116件

（19.1%)

審査判定件数
計606件

非該当
1件

（0.2%)

　

平
成
20
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

の
決
算
は
、歳
入
が
46
億
２
８
６
２
万
８
６
１
１

円（
前
年
度
対
比
０
・
57
％
増
）、歳
出
が

44
億
６
４
４
９
万
１
６
８
７
円（
前
年
度
対
比

０・20
％
減
）で
、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
形
式
収
支
は
、１
億
６
４
１
３
万
６
９
２
４
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
町
村
か
ら
の

負
担
金
の「
分
担
金
及
び
負
担
金
」が
40
億

２
３
７
２
万
８
８
６
４
円
で
全
体
の
86・93
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
42
億
４
３
３
６
万

４
６
６
６
円
で
全
体
の
95・05
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、渚
消
防

署
及
び
梓
川
消
防
署
の
消
防
庁
舎
耐
震
化
等

大
規
模
改
修
工
事
が
あ
り
、ま
た
、消
防
車
両

に
つ
い
て
は
、渚
消
防
署
、豊
科
消
防
署
配
置
の

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、塩
尻
消
防
署
配

置
の
救
助
工
作
車
、本
郷
消
防
署
、穂
高
消
防

署
配
置
の
高
規
格
救
急
自
動
車
並
び
に
広
丘

消
防
署
配
置
の
指
揮
広
報
車
を
そ
れ
ぞ
れ
更

新
し
ま
し
た
。

　

な
お
、ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計

の
決
算
は
、歳
入
が
１
８
０
５
万
２
４
９
７
円（
前

年
度
対
比
５・75
％
増
）、歳
出
が
１
２
１
８
万

６
８
７
８
円（
前
年
度
対
比
７・55
％
増
）で
、歳

入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、

５
８
６
万
５
６
１
９
円
と
なって
い
ま
す
。

●
平
成
20
年
度
松
本
広
域
連
合

　

決
算
の
概
要

ふるさと市町村圏事業　
特別会計

一般会計 ●
平
成
20
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
の
平
成
21
年
４
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
審
査
判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 

要
介
護
認
定
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
認
定
方
法
等
の
見
直
し
と
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
、
10
月
１

日
に
は
、
再
度
、
認
定
方
法
等
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
最
新
の
介
護
の
手
間
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
や
認
定
結
果
の
バ
ラ
ツ
キ
を
是
正
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
要
介
護
認
定
方
法
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
併
せ
て
、
利
用
者
に
引
き
続
き
安
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
と
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

一
定
の
措
置
（
経
過
措
置
）
を
講
じ
、
こ
の
間
に
、
見
直
し
た
認
定
方
法
等
に
つ
い
て
検
証
・
検
討
を
行

い
、
10
月
１
日
か
ら
こ
の
一
定
の
措
置
（
経
過
措
置
）
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
再
度
、
認
定
方
法
等
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
一
定
の
措
置
（
経
過
措
置
）
と
は
、「
新
た
に
判
定
さ
れ
た
要
介
護
度
が
、従
前
の
介
護
度
と
異
な
っ

た
場
合
は
、
申
請
者
の
希
望
に
応
じ
て
従
前
の
介
護
度
と
す
る
。」
と
い
う
も
の
で
、
当
広
域
連
合
で
、

４
月
か
ら
９
月
の
適
用
期
間
中
に
８
５
１
５
件
の
審
査
判
定
を
行
っ
た
う
ち
で
、
２
０
７
１
件
（
約
24
％
）

が
申
請
者
の
希
望
す
る
従
前
の
要
介
護
度
に
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
の
要
介
護
認
定
方
法
等
の
再
度
の
見
直
し
は
、
日
頃
の
状
況
を
よ
り
重
視
す

る
こ
と
な
ど
、
一
部
の
調
査
項
目
の
考
え
方
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

　

介
護
認
定
審
査
会
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
も
、
関
係
市
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続

き
公
平
で
公
正
な
審
査
判
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
　◆ 

障
害
程
度
区
分
認
定
に
つ
い
て
は
、
審
査
判
定
件
数
が
、
昨
年
の
約
３
．
４
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
制
度
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
３
年
目
と
な
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
が
、
前
回
の
認
定
の
有
効

期
間
の
満
了
に
よ
る
更
新
申
請
の
時
期
を
迎
え
た
た
め
、
４
月
か
ら
12
月
の
間
に
、
６
０
６
件
の
審
査

判
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
同
期
と
比
較
す
る
と
、
約
３
・
４
倍
の
審
査
判
定
件
数
と
な
っ

て
い
て
、
年
間
で
は
、
約
９
６
０
件
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
審
査
判
定
件
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
本
年
度
は
、
審
査
会
の
回
数
を
、
昨
年
の

約
２
倍
の
48
回
開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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短
歌
館
協
力
会
の
提
供
に
よ
る
「
水
穂
汁
」

を
味
わ
う
な
ど
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
楽

し
み
な
が
ら
各
自
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
の
秋
に
は
、
善
光
寺
街
道
の
松

本
城
～
松
本
市
会
田
間
で
、
こ
の
ウ
ォ
ー
ク

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
静
寂
に
包
ま

れ
た
刈
谷
原
峠
を
越
え
る
こ
の
コ
ー
ス
は
、

往
時
の
街
道
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※　

こ
の
事
業
は
、松
本
地
方
事
務
所
の「
地

　

域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
を
受
け
て
実

　

施
し
ま
し
た
。

第
１
回
松
本
広
域
圏
歴
史
の
道
ウ
ォ
ー
ク

　

松
本
広
域
圏
に
は
、
上
代
の
東
山
道
を
は

じ
め
、
近
世
の
中
山
道
、
三
州
街
道
、
善
光

寺
街
道
（
北
国
西
往
還
）、
千
国
街
道
な
ど

が
交
差
し
て
お
り
、
現
在
で
も
そ
の
面
影
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
圏
域
の
住
民

の
方
を
対
象
に
、
だ
れ
に
で
も
手
軽
に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、「
松
本
広
域
圏
歴
史

の
道
ウ
ォ
ー
ク
事
業
」
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
し
た
。

１　

開
催
日　
　

平
成
21
年
10
月
24
日（
土
）

２　

コ
ー
ス　
　

善
光
寺
街
道
（
北
国
西
往

還
）

　

⑴　

基
本
コ
ー
ス　
　

洗
馬
駅
～
塩
尻
短

歌
館
～
平
田
駅　
　
　
　
　

約
14
㎞

　

⑵　

健
脚
コ
ー
ス　
　

洗
馬
駅
～
塩
尻
短

歌
館
～
平
田
駅
～
松
本
城　

約
18
㎞

３　

参
加
者　
　

63
人

４　

主　

催　
　

松
本
広
域
圏
歴
史
の
道

ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会

　

晩
秋
の
さ
わ
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
洗

馬
駅
前
を
、
朝
９
時
過
ぎ
に
出
発
し
た
参
加

者
た
ち
は
、
途
中
の
洗
馬
宿
で
洗
馬
歴
史
同

好
会
、
郷
原
宿
で
郷
原
宿
を
愛
す
る
会
の
会

員
に
よ
る
宿
場
の
説
明
を
聞
き
、
国
の
登
録

有
形
文
化
財
で
あ
る
塩
尻
短
歌
館
を
見
学

し
、
歌
碑
公
園
に
設
置
さ
れ
た
休
憩
所
で
、

　

平
成
22
年
10
月
か
ら
３
ヵ
月

間
、全
国
の
Ｊ
Ｒ
６
社
と
長
野

県
内
の
観
光
関
係
者
、市
町
村
、県
等
が
一
体

と
な
っ
て「
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
信
州
Ｄ
Ｃ
）」を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機
と
し
て
、地
域
の

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、地
域
の
観
光
資
源

を
さ
ら
に
磨
き
あ
げ
、観
光
客
の
誘
致
を
図
る

継
続
的
な
シ
ス
テ
ム
を
造
り
、地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

【
コ
ン
セ
プ
ト
】

・
信
州
は
、歩
く
ほ
ど
発
見
が
あ
る「
未
知
な

る
道
の
宝
庫
」で
す
。

・
山
歩
き
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
の「
自
然
の
中
の

歩
き
」だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
歴
史
文
化
や

生
活
に
触
れ
る「
ま
ち
な
か
歩
き
」な
ど
も
幅

広
く
紹
介
し
な
が
ら
、未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

信
州
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、信
州
の
山
並
み
と
楽
し
げ
に

歩
く
人
々
の
脚
を
図
案
化
し
た
も
の
で
、遠
近

感
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、そ
の
先
に
あ
る「
未

知
な
る
魅
力
」を
表
現
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】信
州
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
―
235
―
７
２
５
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
―
235
―
７
２
５
７

㈱
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）に

よ
り
、６
月
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
毎
日
運
航

（
札
幌
線・福
岡
線
）へ

　

本
年
６
月
か
ら
、㈱ 

フ
ジ
ド
リ
ー
ムエ
ア
ラ
イ

ン
ズ（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）が
、信
州
ま
つ
も
と
空
港
発
着
の

札
幌
線
と
福
岡
線
の
２
路
線
に
つ
い
て
、ジ
ェッ

ト
機
に
よ
る
毎
日
運
航
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
末
に
は
、運
航
ダ
イ
ヤ
が
発
表
さ
れ
る

予
定
で
、信
州
の
新
し
い
翼
と
し
て
の
準
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。定
期
路
線
の
運
航
継
続
に
は
、

空
港
を
利
用
す
る
こ
と
が
何
よ
り
の
方
策
で
す

の
で
、ぜ
ひ
皆
さ

ま
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】長
野
県
企
画
部
交
通
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
―
235
―
７
０
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
―
235
―
７
３
９
６

第
１
回
松
本
広
域
圏
歴
史
の
道
ウ
ォ
ー
ク

信
州
ま
つ
も
と
空
港

２
０
１
０
年　

信
州
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
、D

estination

（
目

的
地
・
行
き
先
）
とC

am
paign

（
宣
伝
）
の
合
成
語
で
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

ゴールを目指して洗馬駅を一斉にスタート

〔写真提供：長野県広報課〕
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明
治
35
年
に
旧
国
鉄
篠
ノ

井
線
が
全
線
開
通
し
、長
野
県

の
南
北
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
新
線
が
開
通
し

た
こ
と
に
よ
り
、86
年
の
間
、人

と
荷
物
の
足
と
し
て
活
躍
し
て
き

た
旧
線
は
廃
線
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
廃
線
敷
が
整
備
さ
れ
、現
在

は
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
に
は
、小
石
を

Vol.9

「
旧
国
鉄
篠
ノ
井
線
　
廃
線
敷
」

～
安
曇
野
市
　
明
科
駅
か
ら
白
坂
口
～

　

筑
北
村
坂
井
地
域
に
あ
る「
草

湯
温
泉
冠
着
荘
」の
展
望
風
呂
が

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
比
べ
、浴
槽
、洗
い

場
が
広
く
な
り
、サ
ウ
ナ
も
付
き

ま
し
た
。ま
た
、冠
着
荘
で
は
、宿

泊
者
用
の
お
風
呂
を
、家
族
風
呂

や
福
祉
風
呂
と
し
て
、11
時
か
ら

14
時
ま
で
の
間
、１
時
間
当
た
り

千
円
の
貸
切
り
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。お
申
込
み
は
、冠
着
荘

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
67
―
２
２
１
６
）ま
で
。

　

島
内
、島
立
、新
村
、和
田
、神

林
、笹
賀
、芳
川
、今
井
、梓
川
地
区

と
い
う
松
本
市
の
西
部
地
域
の
交

通
空
白
地
帯
を
解
消
し
、効
率
的

な
公
共
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、既
存
の
電
車
、バ
ス
等
を
最
大

限
に
活
用
す
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
を

昨
年
８
月
か
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、村
内
に
は

西
条
温
泉
と
く
ら（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
66
―

２
１
１
４
）、坂
北

荘（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
66
―
２
２
２
３
）も
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。皆

さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　

島
内・新
村
線（
Ａ
線
）

　

新
村・平
田
線（
Ｂ
線
）

　

梓
川・和
田
線（
Ｃ
線
）

　

和
田・
村
井
線（
Ｄ
線
）を
平
日

と
土
曜
日
に
運
行
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、ダ
イ
ヤ
及
び
ル
ー
ト
等

の
詳
細
は
、松
本
市
交
通
政
策
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
34
―
３
２
７
４・Ｆ
Ａ
Ｘ
34

―

３
２
０
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

敷
き
詰
め
た
線
路
敷
や
信
号
機
、レ
ン
ガ
造
り
の

ト
ン
ネ
ル
な
ど
、明
治
時
代
の
も
の
が
数
多
く

残
っ
て
い
て
、当
時
の
面
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ー
ス
沿
い
の
斜
面
に
は
、３
万
本
と

も
言
わ
れ
る
ケ
ヤ
キ
の
森
が
あ
り
ま
す
が
、こ

れ
は
か
つ
て「
鉄
道
防
備
林
」と
し
て
地
滑
り
防

止
の
た
め
に
植
林
さ
れ
た
も
の
で
、全
国
的
に

も
珍
し
い
規
模
の
ケ
ヤ
キ
林
で
す
。新
緑
の
時

期
だ
け
で
は
な
く
、紅
葉
の
季
節
も
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
た
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を
、ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【
漆う

る
し
く
ぼ

久
保
ト
ン
ネ
ル
】

　

全
長
53
メ
ー
ト
ル
、総
レ
ン
ガ
造
り
の
ト
ン

ネ
ル
で
す
。レ
ン
ガ
は
、明
科
で
焼
か
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い

て
、明
治
時
代
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

大
昔
、こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
上
を
通
る
細
い
道
は
、善
光
寺
へ
通
じ

る
山
道
で
し
た
。木
曽
御
獄
山
の
表
参
道
を
開
い
た
普ふ

か
ん寛
と
裏
参

道
を
開
い
た
覚か

く
め
い明
の
２
対
の
像
を
立
て
祀
る
こ
と
で
、こ
の
道
を

通
る
旅
人
の
安
全
を
願
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
三さ

ご
や
ま

五
山
ト
ン
ネ
ル
】

　

こ
れ
ま
で
鉄
の
扉
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
ト
ン
ネ
ル
を
、平
成
22

年
４
月
か
ら
歩
い
て
通
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま

す
。三
五
山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
約
１
キ
ロ
上
の
東
平
か
ら
は
、北
ア

ル
プ
ス
の
素
晴
ら
し
い
景
色
が
望
め
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
安
曇
野
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
77
―
３
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ
77
―
６
０
６
０（
H
22･

３
月
31
日
ま
で
）

・
安
曇
野
市
観
光
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
82
―
３
１
３
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
―
６
６
２
２（
H
22･

４
月
１
日
以
降
）

 

◆
松
本
市
西
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 　

バ
ス
の
実
証
運
行
（
松
本
市
）

 

◆
冠
着
荘
展
望
風
呂

 　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
筑
北
村
）

市
町
村
情
報

漆久保トンネル

※三五山トンネルは、平成22年4月から通行可能
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春の火災予防運動がはじまります

備え付けの消火器は大丈夫？

　３月１日から３月７日まで、全国一斉に春の火災

予防運動が実施されます。

　春先は、空気が乾燥し風も強くなり、火災の発生

しやすい気象条件です。

　毎年、「たき火」による火災が多く発生していま

す。たき火には十分注意してください。

　家庭や職場でも「火の用心」に心がけ、火災のな

いまちづくりにご協力ください。

□ ❶ 安全ピンは大丈夫？
□ ❷ キャップは大丈夫？
□ ❸ 容器にサビや変形は？
□ ❹ ホースに亀裂は？

日頃のチェックポイント

2010年１月から新しい廃消火器リサイクルシステムの運用が始まりました

自宅や会社に「期限切れ」、「長期放置」、「不要」の消火器はありませんか？
廃消火器の処分には “ リサイクルシール ” の購入が必要になります。
リサイクルシールの購入や消火器の処分は、お近くの消防設備等を扱う業者又は
㈳日本消火器工業会、㈱消火器リサイクル推進センターまで問い合わせてください。

㈳日本消火器工業会　03(3866)6258 　　http://www.jfema.or.jp
㈱消火器リサイクル推進センター リサイクル窓口検索　http://www.ferpc.jp/accept

風が強い日は、たき火をしない！
たき火から、目を離さない！
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救急出場件数及び搬送人員の推移

市町村別 搬送人員

市町村名

松 本 市

塩 尻 市

安 曇 野 市

波 田 町

麻 績 村

生 坂 村

対住民比率

29人に1人

36人に1人

31人に1人

39人に1人

16人に1人

29人に1人

搬送人員

7,638

1,848

3,096

389

194

71

市町村名

山 形 村

朝 日 村

筑 北 村

長 野 道

管 　 外

合 　 計

対住民比率

47人に1人

52人に1人

27人に1人

32人に1人

搬送人員

184

94

204

75

2

13,262

傷病程度別搬送人員 ( 対前年比較 )傷病程度別搬送人員割合

区 　 分

総 数

死 亡

重 症

中 等 症

軽 症

そ の 他

21年

13,262

181

902

5,625

6,547

7

20年

14,001

189

1,007

5,806

6,986

13

増減

　△ 739

　△ 8

　△ 105

　△ 181

　△ 439

　△ 6

 13,262人

　119番通報を受けてから救急車が現場に到着するまでに、平均で約7分かかります。	

その人の生死の鍵を握るのは、その場に居合わせた人の応急手当です。

　平成17年度に一般市民のＡＥＤ（自動体外式除細動器）使用が認められて以

降、当圏域内の応急手当講習会への参加者は、飛躍的に増加して、毎年1万人以

上の方が受講しています。　大切な家族、人の命を守るために、ぜひあなたも講習会に参加してみませんか。

松本広域消防局　警防課 ☎25-1699 又は最寄りの消防署   消防局ホームページでもご案内しています。

　

松
本
広
域
消
防
局
管
内
に
お
け
る

救
急
総
出
場
件
数
は
、１
万
３
７
９
５

件
、搬
送
人
員
１
万
３
２
６
２
人
で
前

年
に
比
較
し
て
出
場
件
数
で
６
７
９

件（
4.7
％
）、搬
送
人
員
で
７
３
９
人

（
5.3
％
）、そ
れ
ぞ
れ
２
年
連
続
し
て
減

少
し
ま
し
た
。

　

種
別
で
は
、急
病
８
４
３
８
件（
61.2
％
）、

一
般
負
傷
１
７
２
９
件（
12.5
％
）、転
院
搬
送

１
５
５
３
件（
11.3
％
）、交
通
事
故
１
４
５
５
件

（
10.5
％
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
者
は
、減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
救
急
車
の
適
正
利
用
に
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※対住民比率は、各市町村の住民基本台帳人口（平成２１年１０月１日現在）を
　搬送人員で除したものです。

・死　亡：初診時において死亡が確認されたもの
・重　症：3週間以上の入院加療を必要とするもの
・中等症：重症又は軽症以外のもの
・軽　症：入院加療を必要としないもの

平成２１年中の
救急出場状況
３８分に１回、３２人に１人を搬送

※　傷病程度の分類は、
　次の４分類となります。

もしもの時に応急手当ができますか ？

講習会のお問い合わせ先
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119 番通報受信状況比較表

災 害

管轄外要請

災 害 以 外

合 計

平成20年

14,366

36

7,306

21,708

平成21年

13,588

43

7,068

20,699

増減

△ 778

7

△ 238

△ 1,009

　平成21年の119番受信総数は、20,699件でした。一昨年との各災害の受信状況の比較
は、下の表のとおりで、1,009件減少しています。しかし、受信総数の約3分の1を占めている
のが災害以外での通報になります。そのうちの試験・点検、通報訓練などの必要な通報を除く
と、約半分が緊急性のない通報でした。これらは住民の皆さまのご協力で、減らせるものです。

平成21年 119番通報受信状況

平成21年通報受信件数 災害以外での通報状況

 通報総件数
20,699件 災害

13,588

災害以外
7,068

管轄外要請 43

 災害以外件数
7,068件 当番医紹介

1,269

通報試験・点検
1,001

119番通報
訓練 1,387

その他
（収容紹介、
医療相談、同報）
　　　　 3,273

いたずら 138

１１９番入電

指令課員：「はい、１１９番消防です。火事ですか？救急車ですか？」

通 報 者：「猫が木に登ったまま降りられず、困っています！早く、はしご車で助けて！！」

１１９番入電

指令課員：「はい、１１９番消防です。火事ですか？救急車ですか？」

通 報 者：｢犬が具合悪くなったので、救急車で病院に連れて行ってください！」

これは実際にあった通報です！！
皆さまは、どう思いますか？

１１９番は、
火事と救急車の専用ダイヤルです。
みなさんのご理解とご協力を

お願いします。

休日・夜間当番医の問い合わせは
松本広域消防局当番医案内サービスをご利用ください。TEL.0263-35-9111
■松本広域消防局HP　http://www.m-kouiki119.jp/　　■松本市医師会HP当番医　http://www.matsu-med.or.jp/
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